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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　貫通孔を有する筒状の基部と、
　前記基部の一端側に接続され他端側に向け前記基部を覆うよう傘状に延出した傘状部と
、
　前記貫通孔の他端側に設けられてイヤホンの音筒部と係合する係合部と、
　前記貫通孔の内周面において凹状又は凸状として形成され、
　前記他端側から進行して到達した音を偏向反射する拡散部と、
を備え、
　ｎを３以上の奇数としたときに、前記拡散部は、前記内周面において、前記貫通孔の軸
線方向から見たときに周方向にｎ等分する位置の内の、二つ以上の位置に形成されている
イヤーピース。
【請求項２】
　前記拡散部は、前記到達した音を、前記他端側に戻すように偏向反射することを特徴と
する請求項１記載のイヤーピース。
【請求項３】
　前記拡散部は、前記貫通孔の軸線方向に断続して複数形成されていることを特徴とする
請求項１又は請求項２記載のイヤーピース。
【請求項４】
　前記拡散部は、前記貫通孔の前記他端側から前記一端側に向かうに従って一周方向に偏
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倚するよう断続して形成されていることを特徴とする請求項１又は請求項２記載のイヤー
ピース。
【請求項５】
　スピーカユニットと、
　前記スピーカユニットを収容する本体部と、
　前記本体部から筒状に突出する音筒部と、
　前記音筒部に着脱自在に装着されたイヤーピースと、
を備え、
　前記イヤーピースは、
　貫通孔を有する筒状の基部と、
　前記基部の一端側に接続され他端側に向け前記基部を覆うよう傘状に延出した傘状部と
、
　前記貫通孔の他端側に設けられて前記音筒部に外嵌している係合部と、
　前記貫通孔の内周面における前記音筒部よりも前記一端側に凹状又は凸状として形成さ
れ、前記スピーカユニットから進行して到達した音を偏向反射する拡散部と、
を有し、
　ｎを３以上の奇数としたときに、前記拡散部は、前記内周面において、前記貫通孔の軸
線方向から見たときに周方向にｎ等分する位置の内の、二つ以上の位置に形成されている
イヤホン。
【請求項６】
　前記拡散部は、前記到達した音を、前記他端側に戻すように偏向反射することを特徴と
する請求項５記載のイヤホン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、イヤーピース及びそれを備えたイヤホンに係る。
【背景技術】
【０００２】
　スピーカユニットを収容した本体部，本体部から突出するよう形成された筒状の音筒部
，及び音筒部に着脱自在に装着されたイヤーピースを備えたイヤホンが、例えば特許文献
１に開示されている。
【０００３】
　イヤーピースは、イヤホン本体部の音筒部に外嵌される管状部と、管状部の一端側を起
点に他端側に向け海月の傘状に広がる薄肉の傘状部と、を備え、柔軟性を有する材料で形
成されている。
【０００４】
　この態様のイヤホンは、いわゆるカナル型と称され、イヤーピースを外耳道内に挿入し
本体部を耳介の内側に装着して使用する。
　外耳道内に挿入されたイヤーピースは、柔軟な傘状部が外耳道の内壁に密着し、外耳道
内の密閉性を確保する。
　この使用状態で、スピーカユニットの出力音は、音筒部内を通り、次いでイヤーピース
の管状部内を通過してその一端部から外耳道内に放出される。
【０００５】
　カナル型のイヤホンは、イヤーピースによって確保される外耳道内部の密閉度合いが高
い程、すなわち外部空間への音の漏出が少ない程、出力音を良好に聴取できることが知ら
れている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１３－０２１５９１号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、カナル型イヤホンは、イヤーピースから放出される出力音の高域特性におい
て、ピークや音圧変動による特性の乱れが他の音域よりも生じ易い傾向にあることが経験
上把握されている。
　この特性の乱れが大きくなると、使用者には出力音の濁りとして聴取されるため、改善
が望まれていた。
　発明者らは、この改善をすべく、イヤーピースの管状部の形状に着目して鋭意研究した
結果、従来よりも出力音の高音域の特性において、特性の乱れを抑制し、聴取される出力
音の音質が向上する本発明を完成するに至った。
【０００８】
　すなわち、本発明が解決しようとする課題は、出力音の音質が向上するイヤーピース及
びそれを備えたイヤホンを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題を解決するために、本発明は次の構成を有する。
１）　貫通孔を有する筒状の基部と、
　前記基部の一端側に接続され他端側に向け前記基部を覆うよう傘状に延出した傘状部と
、
　前記貫通孔の他端側に設けられてイヤホンの音筒部と係合する係合部と、
　前記貫通孔の内周面において凹状又は凸状として形成され、
　前記他端側から進行して到達した音を偏向反射する拡散部と、
を備え、
　ｎを３以上の奇数としたときに、前記拡散部は、前記内周面において、前記貫通孔の軸
線方向から見たときに周方向にｎ等分する位置の内の、二つ以上の位置に形成されている
イヤーピースである。
２）　スピーカユニットと、
　前記スピーカユニットを収容する本体部と、
　前記本体部から筒状に突出する音筒部と、
　前記音筒部に着脱自在に装着されたイヤーピースと、
を備え、
　前記イヤーピースは、
　貫通孔を有する筒状の基部と、
　前記基部の一端側に接続され他端側に向け前記基部を覆うよう傘状に延出した傘状部と
、
　前記貫通孔の他端側に設けられて前記音筒部に外嵌している係合部と、
　前記貫通孔の内周面における前記音筒部よりも前記一端側に凹状又は凸状として形成さ
れ、前記スピーカユニットから進行して到達した音を偏向反射する拡散部と、
を有し、
　ｎを３以上の奇数としたときに、前記拡散部は、前記内周面において、前記貫通孔の軸
線方向から見たときに周方向にｎ等分する位置の内の、二つ以上の位置に形成されている
イヤホンである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、出力音の音質が向上する、という効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施の形態に係るイヤーピースを備えたイヤホンの実施例であるイヤホ
ン５１を説明するための斜視図である。
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【図２】イヤホン５１の構造を説明するための部分断面図である。
【図３】本発明の実施の形態に係るイヤーピース３を説明するための斜視図である。
【図４】イヤーピース３に設けられた拡散部ＫＢ（凹部５）を説明するための正面図及び
断面図である。
【図５】凹部５の配置パターンＰＡ１を説明するための模式図である。
【図６】従来のイヤーピース３３を用いた第１の態様の出力音の進行経路を説明するため
の模式図である。
【図７】イヤーピース３３を用いた第２の態様の出力音の進行経路を説明するための模式
図である。
【図８】凹部５に入射する出力音Ｍの反射について説明するための斜視図である。
【図９】凹部５の変形例を説明するための断面図である。
【図１０】イヤーピース３を用いた場合とイヤーピース３３を用いた場合との出力音の周
波数特性を比較するためのグラフである。
【図１１】変形例１のイヤーピース３Ａを説明するための断面図である。
【図１２】イヤーピース３Ａに形成された拡散部ＫＢ（凸部５Ａ）を説明するための断面
図である。
【図１３】変形例２のイヤーピース３Ｂを説明するための断面図である。
【図１４】変形例３のイヤーピース３Ｃを説明するための断面図である。
【図１５】変形例４のイヤーピース３Ｄを説明するための断面図である。
【図１６】振動板ＳＰ２の直径Ｄｓ＜貫通孔２ａの内径Ｄａなる態様を説明するための模
式的部分断面図である。
【図１７】直径Ｄｓ＞内径Ｄａなる態様を説明するための模式的部分断面図である。
【図１８】イヤーピース３の変形例であるイヤーピース１３の斜視図である。
【図１９】イヤーピース１３の前面図である。
【図２０】イヤーピース１３の左側面図である。
【図２１】イヤーピース１３の右側面図である。
【図２２】イヤーピース１３の後面図である。
【図２３】イヤーピース１３の縦断面図である。
【図２４】イヤーピース３Ａの変形例であるイヤーピース１３Ａの斜視図である。
【図２５】イヤーピース１３Ａの前面図である。
【図２６】イヤーピース１３Ａの右側面図である。
【図２７】イヤーピース１３Ａの左側面図である。
【図２８】イヤーピース１３Ａの後面図である。
【図２９】イヤーピース１３Ａの縦断面図である。
【図３０】イヤーピース３Ｂの変形例であるイヤーピース１３Ｂの斜視図である。
【図３１】イヤーピース１３Ｂの前面図である。
【図３２】イヤーピース１３Ｂの左側面図である。
【図３３】イヤーピース１３Ｂの右側面図である。
【図３４】イヤーピース１３Ｂの後面図である。
【図３５】イヤーピース１３Ｂの縦断面図である。
【図３６】イヤーピース３Ｃの変形例であるイヤーピース１３Ｃの斜視図である。
【図３７】イヤーピース１３Ｃの前面図である。
【図３８】イヤーピース１３Ｃの左側面図である。
【図３９】イヤーピース１３Ｃの右側面図である。
【図４０】イヤーピース１３Ｃの後面図である。
【図４１】イヤーピース１３Ｃの縦断面図である。
【図４２】イヤーピース３Ｄの斜視図である。
【図４３】イヤーピース３Ｄの前面図である。
【図４４】イヤーピース３Ｄの左側面図である。
【図４５】イヤーピース３Ｄの右側面図である。
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【図４６】イヤーピース３Ｄの後面図である。
【図４７】イヤーピース３Ｄの縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明の実施の形態に係るイヤーピース及びそれを備えたイヤホンを、好ましい実施例
及び変形例により図１～図１７と外観意匠を説明するための図１８～図４７とを参照して
説明する。
　以下の説明において、前後方向を図２に示される矢印の方向に規定している。この方向
は、使用状態の姿勢における方向等とは関係がなく、理解容易のため便宜的に規定したも
のである。
【００１３】
（実施例）
　まず、図１及び図２を参照して、実施例のイヤホン５１の構成を説明する。図１は、イ
ヤホン５１の外観斜視図であり、図２は図１におけるＳ１－Ｓ１位置での部分断面図であ
る。
【００１４】
　イヤホン５１は、振動板ＳＰ２を有するスピーカユニットＳＰと、スピーカユニットＳ
Ｐを内部に収容する本体部１と、一端側がスピーカユニットＳＰに接続され、他端側が本
体部１から外部に引き出されたコードＣと、を備えている。
　本体部１の内部において、スピーカユニットＳＰの音放出面ＳＰ１の前方側には、空隙
としてフロントキャビティＶ１が形成されている。
【００１５】
　本体部１には、スピーカユニットＳＰの音放出面ＳＰ１に対して直交方向又は傾斜方向
に突出する音筒部２が形成されている。実施例のイヤホン５１では、傾斜方向に音筒部２
が形成されている。
　音筒部２は、例えば円筒状に形成されている。音筒部２の横断面の外形形状は、円形に
限定されず、楕円や角形であってもよい。
　音筒部２には、フロントキャビティＶ１と外部空間とを連通する貫通孔２ａが形成され
ている。貫通孔２ａの横断面形状は限定されないが、円形であることが望ましい。
　音筒部２の先端側には、外方に張り出したフランジ部２ｃが設けられている。フランジ
部２ｃにおける本体部１側の面は、音筒部２の軸線ＣＬ２に直交する段面２ｃ１とされて
いる。
【００１６】
　音筒部２の外周面２ｂには、イヤーピース３が着脱自在に取り付けられる。
　このイヤーピース３について、図２～図１０を参照して詳述する。
【００１７】
　イヤーピース３は、外観上、軸線ＣＬ３を対称軸とした回転対称形状とされている。
　イヤーピース３は、軸線ＣＬ３を中心軸とする略管状の基部３ａと、基部３ａの一端部
である前端部３ａ１に連結し、基部３ａの他端部である後端部３ａ２側に向かって基部３
ａを外方から覆うように海月の傘状に延出した傘状部３ｂと、を有する。傘状部３ｂにお
ける最大径となる位置は、前端部３ａ１と後端部３ａ２との間にある。
【００１８】
　傘状部３ｂの肉厚は、基部３ａの肉厚よりも薄く形成されている。
　すなわち、基部３ａよりも傘状部３ｂの方が、基本的に低剛性とされている。
　基部３ａは、前後に貫通する貫通孔３ａ３を有している。
　貫通孔３ａ３は、前端部３ａ１側が音孔３ｅの出口として開口している。ここでは、イ
ヤーピース３が音筒部２に外嵌された際に、貫通孔３ａ３の音筒部２よりも前方側となる
部分を音孔３ｅとして規定する。
　イヤーピース３は、柔軟性を有する材料で形成されている。例えば、エラストマやゴム
である。ゴムの例はシリコーンゴムである。
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【００１９】
　基部３ａの後端部３ａ２側には、内側に突出する内フランジ部３ｆが形成されている。
　内フランジ部３ｆは、音筒部２における段面２ｃ１に係合する係合部である。内フラン
ジ部３ｆは、径方向内方に張り出して形成された縮径部分である。内フランジ部３ｆの内
径は、音筒部２の外周面２ｂの外径に対し、同じか僅かに小さく設定されている。
【００２０】
　イヤーピース３は、柔軟性を有し、音筒部２への装着時に、内フランジ部３ｆを音筒部
２のフランジ部２ｃを乗り越えさせることで、基部３ａを音筒部２の外側面に嵌め込むこ
とができるようになっている。外す際は、逆の手順で行う。
　このように、イヤーピース３は音筒部２に着脱自在に係合する。イヤーピース３が音筒
部２に装着された状態で、軸線ＣＬ２と軸線ＣＬ３とは、通常、一致するように各部位の
形状及び寸法が設定される。
【００２１】
　イヤーピース３において、音孔３ｅの内壁部３ｅ１は、図２の例示では、後方側から前
方側に向かうに従い内径が拡大するように形成されている。
　内壁部３ｅ１は、この内径の拡張形状を有するものに限定されない。例えば、内径が前
後方向に同径となるように形成されていてもよい。
【００２２】
　イヤーピース３は、内壁部３ｅ１に、窪んだ部位である凹部５が形成されている。
凹部５は、スピーカユニットＳＰの振動板ＳＰ２から発せられた出力音の内、凹部５に到
達した出力音Ｍを拡散的に反射させる部分であり、以下拡散部ＫＢとも称する。拡散部Ｋ
Ｂ（凹部５）による出力音の拡散作用については後述する。
　凹部５は、分散して、或いは列をなして断続的に複数設けられていてもよく、図２及び
図３などには、複数の凹部５が列状に形成された例が示されている。
【００２３】
　図４（ａ）～（ｃ）は、一つの凹部５を説明するための図である。詳しくは、図４（ａ
）が軸線ＣＬ３から平面的に見た図であり、図４（ｂ）が、図４（ａ）におけるＳ２－Ｓ
２位置での断面図である。
　イヤーピース３において、凹部５は、例えば、内壁部３ｅ１における開口形状（縁部形
状）が概ね円形を呈し、曲面状（例えば球面の一部）に窪んだ内面５ａを有している。
【００２４】
　内壁部３ｅ１に凹部５を複数形成する場合には、所定の配置パターンで形成することが
望ましい。その所定の配置パターンの一例として、配置パターンＰＡ１を、図２～図６を
参照して説明する。
【００２５】
　配置パターンＰＡ１は、図２に示されるように、音孔３ｅの内壁部３ｅ１を、軸線ＣＬ
３方向にｎ（ｎは正の整数）個の領域で仮想分割して領域ＡＲ１～ＡＲｎを設定したとき
に、各領域ＡＲ１～ＡＲｎに、必ず凹部５を有するパターンである。ｎを領域分割数と称
する。
　この配置パターンＰＡ１では、各領域ＡＲ１～ＡＲｎにおいて、凹部５が、周方向に１
８０°ずれた位置（軸線ＣＬ３を挟んだ反対位置）に対向して設けられないように、周方
向の角度ピッチＰＴを設定するのがよい。
【００２６】
　この角度ピッチＰＴについて、ｎ＝４として、図５（ａ）～（ｃ）を参照して説明する
。
　図５（ａ）は、イヤーピース３の音孔３ｅを軸線ＣＬ３方向から見た模式図であり、図
５（ｂ）は、内周面３ｅ２における内周半面Ａを説明する図、図５（ｃ）は、内周面３ｅ
２における内周半面Ｂを説明する図である。
【００２７】
　図５（ａ）において、内壁部３ｅ１の内周面３ｅ２の、周方向の任意位置である位置Ｐ
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１を角度０°の位置とする。
　そして、位置Ｐ１から時計回り方向で角度１８０°の位置Ｐ２までの半周面をＡ面、位
置Ｐ２から角度３６０°の位置Ｐ３（位置Ｐ１と合致）までの半周面（一点鎖線範囲）を
Ｂ面とする。
【００２８】
　このＡ面及びＢ面を平面展開した図が、図５（ｂ）及び図５（ｃ）である。
　領域ＡＲ１において、凹部５は、角度０°の位置Ｐ１に形成され、他は周方向に角度ピ
ッチＰＴを７２°にして、７２°，１４４°，２１６°，２８８°の各位置に形成されて
いる。この角度ピッチＰＴは、ｍを３以上の奇数として、内周面３ｅ２を軸線ＣＬ３方向
から見たときに周方向にｍ等分する角度である。
　従って、領域ＡＲ１において、いずれの凹部５も、軸線ＣＬ３を挟んで対向する１８０
°ずれた位置（例えば、０°の凹部５に対する１８０°の位置Ｐ２）には、凹部５は設け
られていない。
　この場合、対向する１８０°位置に、凹部５の中心のみならず、その一部がかからない
ように、凹部５の大きさや形状が設定されている。
　拡散部ＫＢである凹部５は、内周面３ｅ２を周方向にｍ等分する位置の内、一つの位置
のみに形成されていてもよく、任意の二つ以上の位置に形成されていてもよい。
【００２９】
　領域ＡＲ２についても、凹部５は、領域ＡＲ１と同様に角度ピッチＰＴを７２°として
五箇所に形成されている。
　ここで、領域ＡＲ１の凹部５と、領域ＡＲ２の凹部５とは、周方向の形成位置が、所定
の領域間ピッチＰＴａで周方向に偏倚して（ずれて）形成されている。
　領域間ピッチＰＴａは、角度ピッチＰＴと領域分割数ｎとにより、
例えば、ＰＴａ＜ＰＴ／ｎ　となるように設定される。
　具体的には、図２及び図３に示されたイヤーピース３では、角度ピッチＰＴ＝７２°，
領域分割数ｎ＝４とされているので、領域間ピッチＰＴａは１８°より小さい例えば、１
５°に設定される。
　領域間ピッチＰＴａを設定したことで、領域ＡＲ１～ＡＲ４の凹部５は、図５（ｂ）に
示されるように、拡散部群ＫＢＧとして傾斜配列角度αａで傾斜配列される。
【００３０】
　次に、凹部５による出力音の拡散作用について、図６～図８及び図１０を参照して説明
する。
　図６及び図７は、凹部５が形成されていない従来のイヤーピース３３を使用した場合の
、出力音の進行経路を説明するための模式図である。
　図６は、イヤーピース３３の音孔３３ｅの軸線ＣＬ３３とスピーカユニットＳＰの軸線
ＣＬＳとが一致している態様を示し、図７は、図２で例示したイヤホン５１ものと同様に
、音孔３３ｅの軸線ＣＬ３３がスピーカユニットＳＰの軸線ＣＬＳに対して傾斜している
態様を示している。
【００３１】
　図６において、振動板ＳＰ２から出力された音声の内、例えば軸線ＣＬ３３上に放出さ
れた出力音は、音筒部２にもイヤーピース３３にも当たらずに、直接外部に放出される（
矢印Ｍ１）（以下、直接放出音Ｍ１と称する）。
　一方、振動板ＳＰ２からＣＬ３３に対してある程度傾いた方向に放出された出力音は、
音筒部２の貫通孔２ａの内面又はイヤーピース３３の音孔３３ｅの内周面３３ｅ２に当た
って反射し、外部に放出される（矢印Ｍ２）（以下、反射放出音Ｍ２と称する）。振動板
ＳＰ２からの放出角度によっては、反射回数は複数回に及ぶ。
【００３２】
　反射放出音Ｍ２は、直接放出音Ｍ１よりも進行経路長が長い。また、その進行経路長は
、音声の進行経路や反射回数により異なり、一定ではない。
　また、反射により周波数特性が変化するが、変化具合は、反射する部位が音筒部２の場
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合とイヤーピース３３の場合とで異なる。その周波数特性の変化具合は、反射回数にも影
響を受ける。
　また、反射放出音Ｍ２の反射は、概ね正反射となり、反射によるエネルギの減衰は少な
く、直接放出音Ｍ１に匹敵する音圧で、外耳道内に放出され使用者により聴取される。
【００３３】
　ユーザが聴取する出力音は、直接放出音Ｍ１と反射放出音Ｍ２との混合音である。
　反射放出音Ｍ２は、上述のように、直接放出音Ｍ１に対し、様々な遅延時間で遅延し、
異なる周波数特性を有し、音圧低下も少ない。
　従って、使用者には、出力音は濁って聴取され得る。
【００３４】
　この出力音が濁って聴取され得る状況は、図７に示される態様でも同様である。図７に
示される態様では、軸線ＣＬ３３と軸線ＣＬ３４とが一致していないので、一致している
図５の態様と比較して直接放出音Ｍ１の音圧が低くなる。従って、図５の態様の場合より
も、使用者において、出力音はより濁って聴取される傾向にある。
【００３５】
　これに対し、イヤーピース３は、内壁部３ｅ１に凹部５が形成されている。以下の説明
において、凹部５に到達する出力音を、便宜的に出力音Ｍとする。
　図４において破線で示されるように、凹部５に、スピーカユニットＳＰが配置されてい
る後方側から進入した出力音Ｍは、凹部５がなければ正反射して外部（前方）に向け進行
するところ、凹部５の湾曲形成された内面５ａに正反射するので、凹部反射音Ｍ３として
後方側に戻る経路に偏向反射される。
【００３６】
　図８に示されるように、出力音Ｍの内面５ａに当たる入射角度によって、反射した凹部
反射音Ｍ３の出射方向も変わる。具体的には、前後方向に加え、周方向にも広がる。微視
的にみれば内面５ａのある一点での正反射であるものの、内壁部３ｅ１として巨視的に見
ると、スピーカユニットＳＰ側から出力音Ｍが種々の入射角度で到達して内面５ａに当た
るので、内面５ａでの反射により実質的に拡散しているものとみることができる。
【００３７】
　内面５ａで反射した凹部反射音Ｍ３は、一回の反射で外部に放出される可能性は極めて
低い。すなわち、多数の反射を経て、一部のみが外部に放出される。
　この外部に放出した凹部反射音Ｍ３は、遅延時間が長く、周波数特性が大きく変化して
いる。
　しかしながら、凹部反射音Ｍ３は、反射回数が多いために音響エネルギが減衰し、音圧
は顕著に低下している。そのため、直接放出音Ｍ１に凹部反射音Ｍ３が混合していても、
使用者には出力音の濁りが認識され難い。
【００３８】
　上述の理由により、凹部５は、複数設けられている方が、内壁部３ｅ１で反射する出力
音の内の、拡散部ＫＢに到達し、拡散してエネルギが低減する出力音Ｍの割合が増加する
ので、好ましい。
【００３９】
　凹部５を設けることで、イヤーピース３の基部３ａの肉厚が減少し、基部３ａの剛性が
低下する。基部３ａの剛性が低下すると、音筒部２との嵌合が緩くなって抜け易くなる、
或いは基部３ａが変形し易くなって音筒部２と基部３ａとの間に隙間が生じイヤホン５１
の装着状態で外耳道内の密閉性が低下する、などの不具合が生じる虞がある。
　従って、複数の凹部５を設ける場合は、基部３ａの剛性をできるだけ低下させないよう
に、配置パターンを考慮するのが望ましい。上述の配置パターンＰＡ１は、この剛性低下
を抑制するためのパターンである。
【００４０】
　上述の配置パターンＰＡ１では、凹部５が、軸線ＣＬ３を挟んだ位置に対向配置されな
い。
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　これにより、基部３ａの径方向の剛性が確保され、潰れにくくなっている。
　また、内壁部３ｅ１を複数の仮想領域ＡＲ１～ＡＲ４に分割し、それぞれに凹部５を有
するようにして凹部５の分布を軸線ＣＬ３方向に分散させている。
　これにより、軸線ＣＬ３方向における特定の範囲に凹部５が集中しないので、基部３ａ
の曲げ剛性が確保され、曲がり難くなっている。
　また、各仮想領域ＡＲ１～ＡＲ４における凹部５の配置を、隣接領域毎に所定の領域間
ピッチＰＴａでずらしている。
　これにより、内壁部３ｅ１の特定の周位置において軸線ＣＬ３方向に凹部５が集中する
ことがなく、基部３ａの剛性が周方向で均等になる。
【００４１】
　凹部５は、その断面形状において、図９に示されるように、平坦な平底部５ｂを有する
ように変形してよい。平底部５ｂを設けることで、出力音Ｍを、凹部反射音Ｍ３としてス
ピーカユニットＳＰ側へ戻すものを含めて拡散する効果をある程度得ながら、基部３ａの
薄肉化を抑制することができる。
【００４２】
　図１０は、図２及び図３などで説明した配置パターンＰＡ１による複数の凹部５を有す
るイヤーピース３と、凹部５を全く有していない従来のイヤーピース３３と、を、同じ個
体の本体部１に装着した場合の、音孔３ｅから放出される出力音の周波数特性を示すグラ
フである。
　図１０において、約９０００Ｈｚ以下の音域では、両者の差は認められないものの、９
０００Ｈｚを超える高音域において、イヤーピース３の場合、イヤーピース３３の場合に
生じていたピークｋ１が抑制され、１１０００Ｈｚ前後の範囲ｋ２における特性乱れの程
度が、減少していることがわかる。
　このように、拡散部ＫＢである凹部５を有するイヤーピース３を用いることで、音の濁
りが低減し、聴取される出力音の音質が向上することが、周波数特性上からも把握される
。
【００４３】
　また、図１０において、イヤーピース３の特性は、イヤーピース３３の特性に対し、ピ
ークｋ１の周辺の特徴及びピークｋ２の周辺の特徴がそれぞれ高域側にシフトしているこ
とがわかる。このように、イヤーピース３は、高域再生限界をより高域側へシフトさせて
高域再生を有利にするという効果も発揮する。
【００４４】
　イヤーピース３において、基部３ａの厚さが比較的厚く設定でき、凹部５を設けても基
部３ａの剛性が実用上十分に確保される場合は、配置パターンＰＡ１に限らず、自由な配
置パターンで凹部５を形成してよい。
　また、凹部５を特定の配置パターンに則ってではなく、任意に設ける場合も、凹部５の
数、配置位置、などを自由に設定することができる。
【００４５】
　以上、拡散部ＫＢが窪んだ凹部５の場合を説明したが、拡散部ＫＢは、突出する凸部５
Ａであってもよい。凸部５Ａを有する変形例１のイヤーピースとして、例えば、図１１の
イヤーピース３Ａとしてもよい。
　イヤーピース３Ａは、基部３Ａａの内壁部３Ａｅ１に、内周面３Ａｅ２から突出する球
面状の外面を有する凸部５Ａを、配置パターンＰＡ１と同様のパターンで複数設けた例で
ある。凸部５Ａの形状例は、図１２の断面図で示される。
【００４６】
　図１２に破線で示されるように、凸部５Ａに、スピーカユニットＳＰが配置されている
後方側から進入した出力音Ｍは、凸部５Ａがなければ正反射して外部（前方）に向け進行
するところ、凸部５Ａの湾曲形成された外面５Ａａに正反射するので、凸部反射音Ｍ４と
して、入射方向に応じ、少なくとも後方側を含めた広い範囲に偏向反射される。
【００４７】
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　詳しくは、出力音Ｍの外面５Ａａへの入射方向によって、反射した凸部反射音Ｍ４の出
射方向も変わる。具体的には、前後方向に加え、周方向にも広がる。微視的にみれば外面
５Ａａの一点での正反射であるものの、内壁部３ｅ１として巨視的に見ると、スピーカユ
ニットＳＰ側からの出力音Ｍが種々の入射角度で到達して外面５Ａａに当たるので、外面
５Ａａでの反射により実質的に拡散しているものとみることができる。
【００４８】
　拡散部ＫＢは、リブ状に突出する凸部５Ｂであってもよい。
　凸部５Ｂを有する変形例２のイヤーピースとして、例えば、図１３のイヤーピース３Ｂ
としてもよい。
　イヤーピース３Ｂは、基部３Ｂａの内壁部３Ｂｅ１に、その内周面３Ｂｅ２から突出し
、軸線ＣＬ３Ｂ方向に延在するリブ状の凸部５Ｂを、配置パターンＰＡ１の傾斜配列角度
αａ〔図５（ｂ）参照〕と同様の傾斜角度で複数設けた例である。
【００４９】
　拡散部ＫＢを凸状として設けた場合、基部３Ｂａの剛性が低下することはないが、音孔
３ｅの開口面積は減少する。
　音孔３ｅの開口面積は、狭いよりも広い方が、聴取される出力音の音質をより向上させ
ることができる。
　そのため、イヤーピース３Ｂにおいて傾斜配列している凸部５Ｂを、傾斜させずに前後
方向に延在させた変形例３のイヤーピース３Ｃ（図１４参照）とすることで、軸線ＣＬ３
方向から見たときの音孔３ｅの開口面積減少を抑制することができるので好ましい。
【００５０】
　図１４に示されるように、イヤーピース３Ｃには、基部３Ｃａの内壁部３Ｃｅ１に、そ
の内周面３Ｃｅ２から突出し、軸線ＣＬ３Ｃを含む仮想平面に沿って延在するように形成
されたリブ状の凸部５Ｃが、内周面３Ｃｅ２の周方向に離隔して複数設けられている。
【００５１】
　拡散部ＫＢを凹んだ部位として多数形成しても、イヤーピース３の基部３ａの剛性が十
分である、或いは、拡散部ＫＢを突出した部位として多数形成しても、音孔３ｅの開口面
積が十分に確保できる、という場合には、拡散部ＫＢは内壁部３ｅ１に自由な形状で設け
てよい。
　後者の場合、例えば、図１５に示される変形例４のイヤーピース３Ｄとしてもよい。
　イヤーピース３Ｄには、基部３Ｄａの内壁部３Ｄｅ１に、その内周面３Ｄｅ２から軸線
ＣＬ３Ｄ方向に突出し、軸線ＣＬ３Ｄを中心とする螺旋状に形成された凸部５Ｄが設けら
れている。凸部５Ｄは、図１５の例示のように連続して一つの突出螺旋条として形成され
ているものに限定されず、断続的に複数形成されていてもよい。
【００５２】
　上述の、イヤーピース３Ａ～３Ｄに設けられた拡散部ＫＢである凸部５Ａ～５Ｄは、ス
ピーカユニットＳＰ側から出力音Ｍが入来したときに、巨視的に拡散するように凸部反射
音Ｍ４として反射させる。
　これにより、凸部５Ａ～５Ｄで反射した凸部反射音Ｍ４は、直接放出音Ｍ１に対し、遅
延時間が長く、周波数特性が大きく変化しているが、音圧は顕著に低下している。
　そのため、直接放出音Ｍ１に凸部反射音Ｍ４が混合していても、使用者には、凸部反射
音Ｍ４の影響による音の濁りがほとんど認識されず、高音質の出力音が聴取される。
【００５３】
　スピーカユニットＳＰからの出力音の内、直接外部に放出されずに、音筒部２の貫通孔
２ａの内壁又は基部３ａの音孔３ｅの内壁部３ｅ１に当たる出力音の比率は、スピーカユ
ニットＳＰの振動板ＳＰ２の直径Ｄｓが音筒部２の貫通孔２ａの内径Ｄａより大きい場合
に、高くなる。
　図１６は、Ｄｓ＜Ｄａ　の場合の例を模式的に示した断面図であり、図１７は、Ｄｓ＞
Ｄａ　の場合の例を模式的に示した断面図である。
【００５４】
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　図１６では、振動板ＳＰ２からの例えば周縁部からの出力音も、そのまま反射せずに音
筒部２から音孔３ｅ内に進入できるのに対し、図１７では、振動板ＳＰ２からの出力音の
内、周縁部からの出力音は、本体部１の内面に当たり、直接音筒部２の貫通孔２ａ内に進
入できない。
　すなわち、直接放出音Ｍ１に対する反射放出音Ｍ２の比率（Ｍ２／Ｍ１）が、図１７に
示される態様の方が大きく、聴取される出力音の濁りが生じ易い。
　従って、図１７のように、振動板ＳＰ２の外形サイズが、音筒部２の貫通孔２ａの内径
Ｄａよりも大きい場合に、イヤーピース３，３Ａ～３Ｄなどを用いるとより効果的である
。
【００５５】
　拡散部ＫＢは、凹んだ部位（例えば凹部５）であっても、突出した部位（例えば凸部５
Ａ～５Ｄ）であっても、スピーカユニットＳＰ側から出力音Ｍが到達して反射した凹部反
射音Ｍ３又は凸部反射音Ｍ４の少なくとも一部を、軸線ＣＬ３方向において反射した反射
点よりもスピーカユニットＳＰ側に戻すよう反射させる反射部ＧＭを有して形成されてい
るとよりよい。反射部ＧＭは、例えば、図４では反射点Ｇ１を含む反射部ＧＭ１、図１２
では、反射点Ｇ２を含む反射部ＧＭ２である。
【００５６】
　本発明の実施例は、上述した構成に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しな
い範囲において変形例としてもよい。
【００５７】
　拡散部ＫＢの形状、すなわち、凹部５及び凸部５Ａ～５Ｄの形状は、上述の例に限定さ
れない。
　イヤホン５１の構造として、スピーカユニットＳＰの位置は限定されない。
例えば、スピーカユニットＳＰが音筒部２内に配置されている、或いは、音筒部２の先端
に設けられている場合も適用される。
　内壁部３ｅ１の横断面形状は限定されない。楕円形、多角形、など、円形以外の任意の
形状であってよい。
　凹部５や凸部５Ａなる拡散部ＫＢの形状も、限定されない。軸線ＣＬ３方向から見た平
面視で、円形に限らず、楕円形、多角形、など任意の形状であってよい。
　拡散部ＫＢとして、凹んだもの、凸のもの、のいずれかのみで形成されているものに限
定されない。例えば凹んだ凹部５と、突出した凸部５Ａ～５Ｄとが混在していてもよい。
　拡散部ＫＢは、周方向に等間隔で形成されていなくてもよい。異なる間隔で形成されて
いてもよく、特定の周方向位置のみに形成されていてもよい。
　基部３ａと傘状部３ｂとを、異なる材料で形成してもよい（いわゆる二色成形）。この
場合、基部３ａを剛性の高い材料で形成することができるので、拡散部ＫＢを凹んだ部位
として形成するには好適である。
【００５８】
　図１８～図４７は、実施の形態に係るイヤーピースの外観例を説明するための図である
。
【００５９】
　図１８～図２３は、イヤーピース３の変形であって、領域分割数ｎを３として領域ＡＲ
１～ＡＲ３を設定したイヤーピース１３の外観を説明する図である。
　図１８がイヤーピース１３の斜視図であり、図１９がイヤーピース１３の前面図であり
、図２０がイヤーピース１３の左側面図であり、図２１がイヤーピース１３の右側面図で
あり、図２２がイヤーピース１３の後面図であり、図２３がイヤーピース１３の縦断面図
である。左右の側面図は共通である。
　イヤーピース１３は、基部３ａ及び傘状部３ｂに相当する基部１３ａ及び傘状部１３ｂ
を有し、基部１３ａの内周面１３ｅ２において、凹部５に相当する凹部１５が設けられて
いる。
【００６０】
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　図２４～図２９は、イヤーピース３Ａの変形であって、角度ピッチＰＴを６０°として
凸部１５Ａを設けたイヤーピース１３Ａの外観を説明する図である。
　図２４がイヤーピース１３Ａの斜視図であり、図２５がイヤーピース１３Ａの前面図で
あり、図２６がイヤーピース１３Ａの左側面図であり、図２７がイヤーピース１３Ａの右
側面図であり、図２８がイヤーピース１３Ａの後面図であり、図２９がイヤーピース１３
Ａの縦断面図である。左右の側面図は共通である。
　イヤーピース１３Ａは、基部３Ａａ及び傘状部３Ａｂに相当する基部１３Ａａ及び傘状
部１３Ａｂを有し、基部１３Ａａの内周面１３Ａｅ２において、凸部５Ａに相当する凸部
１５Ａが設けられている。
【００６１】
　図３０～図３５は、イヤーピース３Ｂの変形であって、角度ピッチＰＴを約５１．４°
の７等分として凸部５Ｂを設けたイヤーピース１３Ｂの外観を説明する図である。
　図３０がイヤーピース１３Ｂの斜視図であり、図３１がイヤーピース１３Ｂの前面図で
あり、図３２がイヤーピース１３Ｂの左側面図であり、図３３がイヤーピース１３Ｂの右
側面図であり、図３４がイヤーピース１３Ｂの後面図であり、図３５がイヤーピース１３
Ｂの縦断面図である。左右の側面図は共通である。
　イヤーピース１３Ｂは、基部３Ｂａ及び傘状部３Ｂｂに相当する基部１３Ｂａ及び傘状
部１３Ｂｂを有し、基部１３Ｂａの内周面１３Ｂｅ２において、凸部５Ｂに相当する凸部
１５Ｂが設けられている。
【００６２】
　図３６～図４１は、イヤーピース３Ｃの変形であって、角度ピッチＰＴを６０°として
凸部１５Ｃを設けたイヤーピース１３Ｃの外観を説明する図である。
　図３６がイヤーピース１３Ｃの斜視図であり、図３７がイヤーピース１３Ｃの前面図で
あり、図３８がイヤーピース１３Ｃの左側面図であり、図３９がイヤーピース１３Ｃの右
側面図であり、図４０がイヤーピース１３Ｃの後面図であり、図４１がイヤーピース１３
Ｃの縦断面図である。左右の側面図は共通である。
　イヤーピース１３Ｃは、基部３Ｃａ及び傘状部３Ｃｂに相当する基部１３Ｃａ及び傘状
部１３Ｃｂを有し、基部１３Ｃａの内周面１３Ｃｅ２において、凸部５Ｃに相当する凸部
１５Ｃが設けられている。
【００６３】
　図４２～図４７は、イヤーピース３Ｄの外観を説明する図である。
　図４２がイヤーピース３Ｄの斜視図であり、図４３がイヤーピース３Ｄの前面図であり
、図４４がイヤーピース３Ｄの左側面図であり、図４５がイヤーピース３Ｄの右側面図で
あり、図４６がイヤーピース３Ｄの後面図であり、図４７がイヤーピース３Ｄの縦断面図
である。左右の側面図は共通である。
【符号の説明】
【００６４】
１　本体部
２　音筒部
　２ａ　貫通孔、　　２ｂ　外周面、　　２ｃ　フランジ部、　　２ｃ１　段面
３，３Ａ～３Ｄ，１３　イヤーピース
　３ａ，３Ａａ，３Ｂａ，３Ｃａ，３Ｄａ　基部、　　３ａ１　前端部
　３ａ２　後端部、　　３ａ３　貫通孔、　　３ｂ　傘状部、　　３ｅ　音孔
　３ｅ１，３Ａｅ１，３Ｂｅ１，３Ｃｅ１，３Ｄｅ１　内壁部
　３ｅ２，３Ａｅ２，３Ｂｅ２，３Ｃｅ２，３Ｄｅ２　内周面
　３ｆ　内フランジ部（係合部）
５，１５　凹部
　５Ａ～５Ｄ　凸部、　　５Ａａ　外面、　　５ａ　内面、　　５ｂ　平底部
５１　イヤホン
Ａ，Ｂ　内周半面
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ＡＲ１～ＡＲ４　領域
Ｃ　コード
ＣＬ２，ＣＬ３，ＣＬ３Ａ～ＣＬ３Ｄ　軸線
Ｄａ　内径、　　Ｄｓ　直径
ＫＢ　拡散部、　　ＫＢＧ　拡散部群
ｋ１　ピーク、　　ｋ２　範囲
Ｍ　（拡散部ＫＢに到達した）出力音、　　Ｍ１　直接放出音
　Ｍ２　反射放出音、　　Ｍ３　凹部反射音、　　Ｍ４　凸部反射音
ｎ　領域分割数
ＰＡ１　配置パターン、　　Ｐ１～Ｐ３　位置
ＰＴ　角度ピッチ、　　ＰＴａ　領域間ピッチ
ＳＰ　スピーカユニット、　　ＳＰ１　音放出面、　　ＳＰ２　振動板
Ｖ１　フロントキャビティ
αａ　傾斜配列角度

【図１】 【図２】
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